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子育てサークル「遊ぼうの会」へおこしください！

投稿者大募集！
掲載内容　長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など（300文字程度の紹介文）※営利活動は不可
応募方法　掲載内容と住所・氏名・電話番号を記入の上、Eメールまたは郵送にて。応募多数の場合は、抽選で掲載。
応 募 先  広報秘書課☎22‐0138　 郵送→〒441-3492（住所不要）　Eメール→ koho@city.tahara.aichi.jp

紙芝居とコンサートで癒しのひと時を

　「遊ぼうの会」は伊良湖岬小学校区の０～３歳までの子ど
もを持つママたちが月に一度集まって、子どもたちを一緒に
遊ばせたり、子育ての情報交換をしたりするサークルです。
　地域にどんなママたちがいるのかわからず、いろいろ
と手探りで活動していますが、おもちゃを持ち寄るなどし
て楽しみながら、気兼ねなく親しみやすい雰囲気で過ごし
ています。
　今後はハロウィンなど季節に合わせたイベントの開催
も考えています。
　現在の参加者は和地地区の方が多いですが、どちらにお
住まいの方でも参加できます。お気軽にお越しください。
●開催場所　和地市民館
●日　　時　毎月第３金曜日　午前10時～11時30分

※開催内容によって場所・時間が変更とな
る場合があります

　あかばねひらがなの会では、絵画教室などを通じ、地域
のママや子どもたちの居場所づくりを行っています。
　６月は「ミスフクエアツミ物語」の紙芝居を見る会を行
いました。これは90年以上も前に日米の間で交換された
人形の物語です。田原市図書館の是住館長が朗読を、原
画作者の石川先生（田原福祉グローバル専門学校長）か
らは、紙芝居の制作秘話も聞くことができました。
　当日はミニコンサートの後、「青い目をしたお人形は～
♪」という歌声で紙芝居が始まりました。両国の人形の交
換には、新一万円札でも話題の渋沢栄一氏が関わってい
たエピソードが紹介され、歴史の面白さや奥深さに触れ
ることができました。最後は絵手紙講座も行い、参加者は
工夫しながら、それぞれの作品を仕上げました。コロナで
心が落ち着つかないニュースが多いですが、仲間と楽し
く過ごすことで皆さん、癒しのひと時となったようです。

投稿者
あかばねひらがなの会（代表 中村都祁子）
☎０９０‐7313-0097

sakube@tees.jp

投稿者 和地市民館
☎34‐４050
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